
ＯＫＢ総研では、毎年、岐阜・愛知・
三重・滋賀県に在住の主婦を対象に
「主婦の消費行動に関するアンケー
ト」を実施している。
新型コロナウイルス感染症（COVID-

19）の拡大から2年目となった2021年、
この地域の主婦が足元の景気をどの
ように感じ、消費活動を行なったのか、
その実態を明らかにしたい。

（1）主婦の景気判断
Ａ. 主婦の景況感

「現在（2021年）の景気は、1年前と
比べてどうなったと感じていますか」と
尋ねたところ、「良くなった」が全体の
4.6%、「変わらない」が45.9%、「悪く
なった」が44 .1%となった（図表1）。
「悪くなった」が前回調査から▲25.0
ポイントと大きく低下し、景気に対する
過度な悲観が和らいだ結果となった。
年代・住所・就業形態別に見ると、

全ての属性において「悪くなった」の回

答率が前回と比べて低下した（図表2）。
景況D.I.（「良くなった」の回答率－

「悪くなった」の回答率）は▲39.5で、前
回から29.0ポイント上昇した（図表3）。

Ｂ. 主婦の物価観

「現在（2021年）の物価は、1年前
と比べてどうなったと感じています
か」と尋ねたところ、「高くなった」が
全体の7 9 . 5 %、「変わらない」が
18.0%、「安くなった」が0.1%となった
（図表4）。「高くなった」が前回から＋
21.3ポイントと大きく上昇し、約8割が
物価高を実感している結果となった。
年代・住所・就業形態別に見ると、

全ての属性において「高くなった」の回
答率が10ポイント超上昇した（図表5）。
物価D.I.（「高くなった」の回答率－

「安くなった」の回答率）は79.4で、前回
から＋22.2ポイントと大幅な上昇となっ
た（図表6）。

（２）家計について
Ａ. 家計の収入

「2021年の家計収入は、1年前と

比べてどうなりましたか」と尋ねたと
ころ、「増えた」が全体の12.6%、「変
わらない」が56 . 6%、「減った」が
30.7%となった（図表7）。前回と比べ
て「減った」が▲8.8ポイントと低下し
た一方、「増えた」は＋1.4ポイントと小
幅な上昇にとどまった。「変わらない」
は7.3ポイント上昇し、回答率は全体
の半分以上に及んだ。
年代・住所・就業形態別に見ると、

60歳以上を除く全ての属性におい
て「減った」の回答率が低下した（図
表8）。

Ｂ. 家計の支出

「2021年の家計支出は、1年前と
比べてどうなりましたか」と尋ねたとこ
ろ、「増えた」が全体の54.2%、「変わ
らない」が35.7%、「減った」が10.1%
となった（図表9）。これらの回答率は

前回と比べて大きな増減はなかった。
年代・住所・就業形態別に見ると、

全ての属性において「増えた」の回答
率が5割前後となっている（図表10）。

Ｃ. 家計支出の費目別動向

（a）支出増加費目／支出減少費目
「2021年の家計支出を考えたとき、
1年前より支出が増えた費目は何で
すか（あてはまるもの全て選択）」と

尋ねたところ、トップは「食費」で
54.8%だった。世界的な需要拡大や
天候不順等による原材料不足、円安
や原油高によるコスト上昇などを受
けて、食料品の値上がりが相次いで
いることが要因と考えられる。2位は
「光熱・水道費」で42.0%だった。燃
料価格の高騰により電気料金が値
上がりしていることが要因とみられる。
年代別に見ると、全ての年代で「食

費」がトップとなった。また、マスクや
消毒液などを含む「保健医療費」は
全ての年代で回答率が低下し、「交
通・通信費」は増加した（図表11）。
支出が増えた上位5費目（全体）

の推移を見ると、「食費」と「光熱・水
道費」の上昇幅は前回から縮小した
ものの、上昇基調が続いている。前
回トップだった「保健医療費」は前回
から回答率が低下したものの、依然

高水準となっている（図表12）。また、
図表にはないが前回大幅に低下し
た「外食費」や「レジャー費」、「衣料
費」等は今回小幅な上昇にとどまっ
ており、「リベンジ消費」のような動き
は見受けられない。
次に、「2021年の家計支出を考え

たとき、1年前より支出が減った費目
は何ですか（あてはまるもの全て選
択）」と尋ねたところ、トップは「レ

ジャー費」で61.2%、2位は「外食費」
で37.4%、3位は「交際費」で25.8%
であった（図表13）。前回に引き続き、
コロナ禍による自粛の影響が色濃く
表れた。年代別に見ると、全ての年
代で「レジャー費」がトップとなった。ま
た、全ての年代で「外食費」の回答
率が低下した。
支出が減った上位5費目（全体）

の推移を見ると、「レジャー費」と「外

食費」の回答率は前回から低下した
ものの、依然水準は高い。「交際費」
は小幅に上昇して3位となっている
（図表14）。

（ｂ）今以上に減らしたい費目／
　  増やしたい費目
「2021年の家計支出をふまえて、
今以上に支出を減らしたい費目は何
ですか（3つまで選択）」と尋ねたとこ

ろ、「光熱・水道費」が43.6%でトップ、
2位が「食費」で40.4%となった（図表
15）。いずれも前回から上昇している
ほか、他の費目と比べ回答率が4割
と突出している。「減らしたい費目は
ない・特に考えていない」は17.1%と、
前回から小幅に上昇した。年代別に
見ると、全ての年代で「光熱・水道
費」がトップとなっており、回答率も全
ての年代で前回から上昇している。
一方、「2021年の家計支出をふま

えて、今以上に支出を増やしたい費
目は何ですか（3つまで選択）」と尋ね
たところ、トップは「レジャー費」で
43.6%、次いで「外食費」が15.4%と
なった（図表16）。「レジャー費」は前
回から＋11.0ポイント、「外食費」は

同＋3.8ポイントとなっており、コロナ禍
により自粛生活が長引く中で、旅行や
外食などへの欲求が強まっている様
子がうかがえる。「増やしたい費目は
ない・特に考えていない」は37.2%と、
前回から7.1ポイント低下した。年代
別に見ると、全ての年代で「レジャー
費」と「外食費」の回答率が前回から
上昇している。また、全ての年代で
「レジャー費」がトップとなっている。

（ｃ）高額商品の購入
「2021年に1商品10万円以上する
高価な買い物（家族旅行を含む）をし
ましたか」と尋ねたところ、図表にはな
いが、「はい」は48.3%で、前回から2.2
ポイント上昇した。次に、「はい」と回答

した人に「具体的にどのような買い物
をしましたか」と尋ねたところ、「一般
家電」が44.2%でトップとなり、次いで
「自動車の購入・維持」が28.8%、「住
宅の購入・維持」が15.9%となった。年
代別に見ると、全ての年代で「一般家
電」がトップとなっている（図表17）。
上位5品目（全体）の推移を見ると、

「一般家電」が前回から3.0ポイント
伸び、2年連続でトップとなった。「国
内旅行」は3年連続で低下し、順位
を4位に落とした（図表18）。

Ｄ. 家計管理の工夫について

「あなたが家計を管理する中で、
工夫していることは何ですか（あては
まるもの全て選択）」と尋ねたところ、

「ポイント・クーポン・割引券等を活用
する」が63.9%でトップ、次いで「特売
品・安価商品を購入する」が49.6%、
「必要なものだけを購入する」が
43.8%となった（図表19）。「ポイント・
クーポン・割引券等を活用する」の回
答率は前回から4.1ポイント上昇した。
また、前回6位だった「まとめ買いをす
る」は3.6ポイント伸びて4位に浮上
した。
年代別に見ると、全ての年代で

「ポイント・クーポン・割引券等を活用
する」がトップとなり、ポイントやクーポ
ンなどを活用した節約術が年代を問
わず浸透しつつあることがうかがえ
る（図表20）。
 

Ｅ. 買物場所について

（ａ）買物場所の選択基準
「あなたが買物場所を選択するに
あたり、重視する点は何ですか（3つ
まで選択）」と尋ねたところ、「価格」が
72.4%でトップであった。次に「品揃
え」で53.8%、「品質」で50.3%となった
（図表21）。上位3項目は例年と変わら
ない。「品揃え」が前回から4.1ポイント
伸び、「品質」と順位が入れ替わった。

夫の家事・育児負担
および在宅勤務に関する調査結果（ｂ）買物場所の利用頻度

図表22は、主婦の買物場所（11
業態）の利用頻度を1年間の平均利
用回数に換算した結果である。
この地域の主婦が最もよく利用す
る店は従来通り「スーパー」で、年間
126.1回（およそ2.9日に1度の利用頻
度）であった。次いで「コンビニエンス
ストア」が65.6回（5.6日に1度）、「ド
ラッグストア」が61.3回（6.0日に1度）
となっている。11業態のうち6業態で
年間平均利用回数が前回から減少
した。「スーパー」は前回から7.6回減
と引き続き減少した。一方、「ドラッグ
ストア」は3.6回増と引き続き増加した。
前回大きく増加した「通信販売」は
今回2.6回減とやや減少した。

主婦の景況感は依然厳しいもの
の、大幅に悪化した2020年に比べる
と過度な悲観はやや和らいでいるよ
うだ。景況D.I.は▲39.5と低迷が続
いているものの、「悪くなった」の回答
率が大幅に低下したことで、大きく反

発した。本アンケートは11月中旬に実
施しており、ワクチン接種が進み、経
済活動が正常化に向かいつつある
状況が主婦の景況感に影響したと
考える。
主婦の物価観については、物価
D.I.が前回から＋22.2ポイントと大幅
に上昇しており、多くの主婦が物価
高を強く実感している。原油高に伴う
食料品の値上げやガソリン価格の
上昇などが影響したと見られる。
物価が高騰しているにもかかわら

ず、家計収入の動きは鈍い。このまま
物価高が続けば、家計収支は圧迫
され、節約志向が高まり財布の紐は
さらに固くなるだろう。
また、足元では感染力の強い変異
株の影響で新型コロナウイルスの感
染者数が高止まり傾向にある。自粛
生活が長引けば、主婦の消費活動
にも影を落としかねない。
物価高とコロナ禍がこの地域の主
婦の景況感や消費活動にどのような
影響を及ぼしていくのか、今後も注
視していきたい。

（2022.3.18）
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新型コロナウイルスが猛威を振る
う中、外出自粛により家で過ごす時間
が増えている。また、働き方改革とし
て推奨されてきた在宅勤務がコロナ
禍をきっかけに広がりを見せている。
そこで、岐阜・愛知・三重・滋賀県

に在住の主婦を対象に、夫の家事・
育児負担と在宅勤務についてアン
ケート調査を実施した。

はじめにはじめに1 調査結果3

調査概要2

（1）家事・育児負担について
Ａ. コロナによる家事・育児負担の変化

新型コロナが流行する前と比べて
家事・育児の負担が増えたかを尋ね
たところ、本人（妻）は「増えた」が
27 . 3%、「変わらない」が70 . 6%、
「減った」が2.2%となった。3割弱の
回答者がコロナ禍で家事・育児負担
が増えたと感じていた。それに対し、
配偶者（夫）については「増えた」と
の回答が12.9%にとどまり、妻におけ
る｢増えた｣との回答率とは2倍以上

の差があった（図表1）。
妻の家事・育児負担の変化につ

いて年代別に見ると、30歳代と40歳
代で「増えた」が3割超となっている
（図表2）。また、末子の属性別に見る
と、末子が中高生以下の世帯におい
て、「増えた」が3割超となっている
（図表3）。

Ｂ. 夫の家事・育児負担に対する満足度

夫の家事・育児負担に対する満
足度を尋ねたところ、「満足」との回
答（「満足」＋「まあ満足」）が59.7%、
「不満」との回答（「少し不満」＋「か
なり不満」）が40.3%となった。およそ

4割の回答者が夫の家事・育児負担
について「不満」と感じていた。一方、
新型コロナが流行する前については、
「満足」が58.3%、「不満」が41.6%と、
新型コロナ流行の前後ではあまり大
きな差は見られなかった（図表4）。
夫の現在の家事・育児負担に対

する満足度について、妻の年代別に
見ると、年代が高くなるほど「満足」
の割合が低くなっており、60歳以上
は「不満」が「満足」を上回っている
（図表5）。
コロナによる家事・育児負担の変化
について、夫の現在の家事・育児負
担に対する満足度別に見ると、現在

の家事・育児負担に対して「満足」と
回答した妻の場合、妻と夫の間に回
答率の差はほとんど見られない。一方、
「不満」と回答した妻の場合は、妻の
「増えた」が44.1%なのに対し、夫は
8.0%と5倍以上の開きがある（図表6）。

C. 妻と夫の家事・育児分担割合

家庭の家事・育児全体を10とした
場合の、妻と夫の家事・育児分担割
合を尋ねたところ、最も回答率が高
かったのは「妻8：夫2」（27.2%）だっ
た。妻が7割以上との回答（「妻10：
夫0」＋「妻9：夫1」＋「妻8：夫2」＋「妻
7：夫3」）は78.0%に上った。一方、理

想とする家事・育児分担割合を尋ね
ると、最も回答率が高かったのは「妻
5：夫5」（36.5%）だった（図表7）。
妻の現在の負担割合の平均は7.7

となった。理想の負担割合の平均も
6.1と夫婦平等を示す5より高く、完全
に平等な分担までは求めていないこ
とが分かった。しかし、現実の負担割
合と理想の負担割合の差は1 .6と、
現実と理想との間に乖離が見られる。
妻の年代別に見ると、特に40歳代以
上が7.9と高く、理想との差も大きく
なっている。反対に20歳代は6.3と最
も低く、理想との差も0.7と最も小さい。
妻の就業形態別に見ると、パートや

正社員等でも妻の負担割合は7を超
えている。また、夫の家事・育児負担
に対する満足度別に見ると、「不満」
と回答した妻の負担割合は8.4と高
い値を示しており、理想との差も2.3と
突出している。家事・育児負担の重
さが不満につながっているようである
（図表8）。

D. 家事・育児負担に関する自由意見

家事・育児負担に関する自由意
見では、「夫の家事負担が少ないと
感じる」「夫が家のことを全くしない」
と不満の声が聞かれた。また、「女が
家事・育児をして当たり前という時代

はなくなってほしい」という声がある
反面、「収入が夫より少ないなら家事
負担が多くても仕方がない」という声
も聞かれた。しかしその一方で、性別
や収入差に関係なく「時間に余裕が
あるほうがやればよい」「お互いの仕
事や体調に合わせてやるべき」「育
児については全員でやる」という意
見もあった（図表9）。

（2）夫の在宅勤務について
A. 夫の在宅勤務の経験

新型コロナが流行して以降、夫の
在宅勤務の有無を尋ねたところ、
「在宅勤務をした」が22.8%、「在宅

勤務をしていない」が77.2%となった
（図表10）。
コロナによる家事・育児負担の変
化について、夫の在宅勤務の経験
別に見てみると、夫が在宅勤務をし
たと回答した家庭では、32.9%の妻
が「増えた」と回答した。夫の家事・
育児負担についても、在宅勤務をし
た家庭では20.1%が「増えた」と回
答したものの、妻の「増えた」を10ポ
イント以上下回っている（図表11）。

B. 夫に在宅勤務してほしいか

夫に在宅勤務を利用してほしい
かを尋ねたところ、「利用してほしい」

が27.1%、「利用してほしくない」が
40.6%となった。「利用してほしくな
い」が「利用してほしい」を上回る結
果となった（図表12）。妻の年代別に
見ると、若い年代ほど「利用してほし
い」の回答率が高い（図表13）。また、
末子の属性別に見ると、幼児におい
て「利用してほしい」が44.7%と高く、
「利用してほしくない」（25.2％）を大
きく上回っている（図表14）。
夫の在宅勤務の経験別に見ると、

夫が在宅勤務をした妻は「利用し
てほしい」が51.8%と高くなっている。
夫の在宅勤務を経験した妻は、夫
の在宅勤務を支持する傾向にある
ことが分かる（図表15）。
夫の家事・育児負担に対する満

足度別に見ると、夫の家事・育児負
担に不満な妻は半数以上が「利用
してほしくない」と回答している（図
表16）。また、妻の家事・育児負担
割合の平均を見ると、「利用してほ
しくない」と回答した妻は8.1と妻の
負担が特に重いうえに、理想との差
は1.9と理想と現実の乖離も大きい。
家事・育児の負担が重く不満を抱
えている妻ほど、夫に在宅勤務を望
んでいないことが分かる（図表17）。
夫に在宅勤務を「利用してほし

い」と回答した理由としては、「家
事・育児の協力が得やすい」との声
が多かった。また、「新型コロナの感
染リスクを減らすため」「家族で過
ごす時間が増える」「通勤の負担が

減る」との声も多く聞かれた。
一方、夫に在宅勤務を「利用して

ほしくない」と回答した理由としては、
「食事の用意等が大変」との声が
多かった。また、「1人の時間が減
る」「食費や光熱費が増える」「静か
にするなど気をつかう」との声も多く
聞かれた（図表18）。

C. 夫の在宅勤務に期待する効果

夫の在宅勤務に期待する効果を
尋ねたところ、「家事に時間を使う」
が32.7%、次いで「家族とのコミュニ
ケーションを増やす」が28.9%、「休
憩・睡眠時間を確保する」が24.2%
となった。一方、「特にない」は
30.1%に及んだ（図表19）。

妻の年代別に見ると、20歳代と
40歳代は「家事に時間を使う」、30
歳代は「家族とのコミュニケーション
を増やす」が最も回答率が高かっ
た。在宅勤務を「利用してほしくな
い」の回答率が高かった50歳代と
60歳以上については、「特にない」
が最も回答率が高い。また、同じく
「利用してほしくない」が高かった40
歳代も「特にない」が3割に及んで
いる。一方、20歳代と30歳代は「特
にない」が1割程度となっており、比
較的若い年代が在宅勤務に何ら
かの効果を期待している。
「育児に時間を使う」については、
20～40歳代の回答率が高く、特に
30歳代は43.3%と突出している。さ
らに末子の属性別に見ると、特に幼
児や小学生において「育児に時間
を使う」の回答率が高い。在宅勤務
は幼い子どもがいる家庭にニーズ
があることが読み取れる。
妻の就業形態別に見ると、正社

員等は「家事に時間を使う」が
40.6%と最も高く、他と比べて突出

している。理想とする家事・育児負
担割合の平均が5.8と比較的低い
値を示していたことからも、正社員
等の妻は、在宅勤務の夫に対し家
事を期待する傾向が強いことが分
かる。

D. 夫の在宅勤務に関する自由意見

夫の在宅勤務に関する自由意見
では、「在宅勤務でも夫に家事を期
待できない」「普段家事をしない人
は、在宅勤務になっても家事をする
わけではない」という声が聞かれた。
また、「会社からの強制でなく、家庭
の事情に合わせて在宅勤務するか
を選べたらいい」という意見もあっ
た（図表20）。

本調査により、家事・育児負担は
妻側に偏っていることがうかがえた。
しかも、この傾向は妻が若い年代の
場合や就業している場合でも見受

けられた。本調査はあくまで妻のみ
を対象に尋ねたものであるが、男女
平等や男女共同参画が叫ばれて
久しいなか、こうした不均衡が見ら
れたことを指摘したい。また、家事・
育児負担が重い妻ほど不満が大き
いことが分かった。夫は率先して家
事・育児に参加しなければ、妻はま
すます不満を募らせていくであろう。
夫の在宅勤務については、夫に

在宅勤務を望まない理由として「家
事の負担が増える」との声が多く聞
かれた。また、夫に在宅勤務を望む
理由として「家事・育児を手伝って
もらえる」が多かった。これらは、夫
に家事・育児により一層参加しても
らいたいという妻側の期待の裏付
けでもあると思われる。普段あまり家
事・育児に関わっていない夫であれ
ば、在宅勤務で時間的な余裕がで
きた場合、家庭の家事・育児に進ん
で参加していくことが望まれる。在
宅勤務を機に、年代を問わず夫婦
の家事・育児分担について話し
合ってみてはいかがだろうか。

新型コロナの感染対策として在
宅勤務を導入する企業が増えた。
本調査の結果、特に若い年代や子
育て世代には、在宅勤務へのニー
ズがあることが分かった。在宅勤務
を感染対策の一時的措置としてで
はなく、男性の育児休暇取得と同様

に推進していくことは、SDGsや働き
方改革に取り組むうえで意義があ
ると思われる。自由意見にもあったよ
うに、各家庭の事情に合わせて在
宅勤務を選べるようにしてもよいの
ではないか。在宅勤務は家事・育
児の時間を捻出できるという点で女

性側の需要が相当高いと思われる
が、在宅勤務で家事・育児負担が
かえって妻に集中するようであれば、
ダイバーシティを目指す社会の動き
に逆行しかねず、注視が必要だ。

 （単位（「利用頻度」を除く）：回／年）
買物場所の年間平均利用回数図表22

全体

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳以上

岐阜県

愛知県

専業主婦

正社員等

パート

利用頻度（＊１）

（＊１）「利用頻度」とは、「全体」において、それぞれの業態に訪れる間隔を日数単位で表したものを示す。スーパーであれば2.9日に1度利用するとの意味。　（＊２）括弧内は、前回差を示す。
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（１）調査時期：2021年11月15日～11月19日
（２）調査方法：OKB大垣共立銀行本支店（東京・大阪を除く）に来訪した主婦（＊1）

 805人にアンケート用紙を配布・回収
（３）有効回答数：786名（有効回答率97.6%）
（４）回答者属性

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳以上

岐阜県

愛知県

三重県

滋賀県

その他

専業主婦

正社員・公務員・自営業

パートタイマー

内職・その他

年代

住所

就業形態

6.5%

19.7%

24.7%

27.9%

21.1%

53.8%

41.7%

2.2%

2.4%

0.0%

10.0%

42.1%

46.1%

1.8%

コロナによる家事・育児負担の変化図表1

妻の家事・育児負担の変化（妻の年代別）図表2
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妻

夫

70.6

86.312.9

27.3

0.8

2.2

増えた 変わらない 減った

増えた 変わらない 減った

2.0

2.0

2.6

2.3

1.5

（＊1）本調査における「主婦」とは、既婚女性で子どもの有無や就業形態は問わない。
（＊2）数値は四捨五入の関係で合計が100％にならない場合がある（以下同じ）。
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新型コロナウイルスが猛威を振る
う中、外出自粛により家で過ごす時間
が増えている。また、働き方改革とし
て推奨されてきた在宅勤務がコロナ
禍をきっかけに広がりを見せている。
そこで、岐阜・愛知・三重・滋賀県

に在住の主婦を対象に、夫の家事・
育児負担と在宅勤務についてアン
ケート調査を実施した。

（1）家事・育児負担について
Ａ. コロナによる家事・育児負担の変化

新型コロナが流行する前と比べて
家事・育児の負担が増えたかを尋ね
たところ、本人（妻）は「増えた」が
27 . 3%、「変わらない」が70 . 6%、
「減った」が2.2%となった。3割弱の
回答者がコロナ禍で家事・育児負担
が増えたと感じていた。それに対し、
配偶者（夫）については「増えた」と
の回答が12.9%にとどまり、妻におけ
る｢増えた｣との回答率とは2倍以上

の差があった（図表1）。
妻の家事・育児負担の変化につ

いて年代別に見ると、30歳代と40歳
代で「増えた」が3割超となっている
（図表2）。また、末子の属性別に見る
と、末子が中高生以下の世帯におい
て、「増えた」が3割超となっている
（図表3）。

Ｂ. 夫の家事・育児負担に対する満足度

夫の家事・育児負担に対する満
足度を尋ねたところ、「満足」との回
答（「満足」＋「まあ満足」）が59.7%、
「不満」との回答（「少し不満」＋「か
なり不満」）が40.3%となった。およそ

4割の回答者が夫の家事・育児負担
について「不満」と感じていた。一方、
新型コロナが流行する前については、
「満足」が58.3%、「不満」が41.6%と、
新型コロナ流行の前後ではあまり大
きな差は見られなかった（図表4）。
夫の現在の家事・育児負担に対

する満足度について、妻の年代別に
見ると、年代が高くなるほど「満足」
の割合が低くなっており、60歳以上
は「不満」が「満足」を上回っている
（図表5）。
コロナによる家事・育児負担の変化
について、夫の現在の家事・育児負
担に対する満足度別に見ると、現在

の家事・育児負担に対して「満足」と
回答した妻の場合、妻と夫の間に回
答率の差はほとんど見られない。一方、
「不満」と回答した妻の場合は、妻の
「増えた」が44.1%なのに対し、夫は
8.0%と5倍以上の開きがある（図表6）。

C. 妻と夫の家事・育児分担割合

家庭の家事・育児全体を10とした
場合の、妻と夫の家事・育児分担割
合を尋ねたところ、最も回答率が高
かったのは「妻8：夫2」（27.2%）だっ
た。妻が7割以上との回答（「妻10：
夫0」＋「妻9：夫1」＋「妻8：夫2」＋「妻
7：夫3」）は78.0%に上った。一方、理

想とする家事・育児分担割合を尋ね
ると、最も回答率が高かったのは「妻
5：夫5」（36.5%）だった（図表7）。
妻の現在の負担割合の平均は7.7

となった。理想の負担割合の平均も
6.1と夫婦平等を示す5より高く、完全
に平等な分担までは求めていないこ
とが分かった。しかし、現実の負担割
合と理想の負担割合の差は1 .6と、
現実と理想との間に乖離が見られる。
妻の年代別に見ると、特に40歳代以
上が7.9と高く、理想との差も大きく
なっている。反対に20歳代は6.3と最
も低く、理想との差も0.7と最も小さい。
妻の就業形態別に見ると、パートや

正社員等でも妻の負担割合は7を超
えている。また、夫の家事・育児負担
に対する満足度別に見ると、「不満」
と回答した妻の負担割合は8.4と高
い値を示しており、理想との差も2.3と
突出している。家事・育児負担の重
さが不満につながっているようである
（図表8）。

D. 家事・育児負担に関する自由意見

家事・育児負担に関する自由意
見では、「夫の家事負担が少ないと
感じる」「夫が家のことを全くしない」
と不満の声が聞かれた。また、「女が
家事・育児をして当たり前という時代

はなくなってほしい」という声がある
反面、「収入が夫より少ないなら家事
負担が多くても仕方がない」という声
も聞かれた。しかしその一方で、性別
や収入差に関係なく「時間に余裕が
あるほうがやればよい」「お互いの仕
事や体調に合わせてやるべき」「育
児については全員でやる」という意
見もあった（図表9）。

（2）夫の在宅勤務について
A. 夫の在宅勤務の経験

新型コロナが流行して以降、夫の
在宅勤務の有無を尋ねたところ、
「在宅勤務をした」が22.8%、「在宅

勤務をしていない」が77.2%となった
（図表10）。
コロナによる家事・育児負担の変
化について、夫の在宅勤務の経験
別に見てみると、夫が在宅勤務をし
たと回答した家庭では、32.9%の妻
が「増えた」と回答した。夫の家事・
育児負担についても、在宅勤務をし
た家庭では20.1%が「増えた」と回
答したものの、妻の「増えた」を10ポ
イント以上下回っている（図表11）。

B. 夫に在宅勤務してほしいか

夫に在宅勤務を利用してほしい
かを尋ねたところ、「利用してほしい」

が27.1%、「利用してほしくない」が
40.6%となった。「利用してほしくな
い」が「利用してほしい」を上回る結
果となった（図表12）。妻の年代別に
見ると、若い年代ほど「利用してほし
い」の回答率が高い（図表13）。また、
末子の属性別に見ると、幼児におい
て「利用してほしい」が44.7%と高く、
「利用してほしくない」（25.2％）を大
きく上回っている（図表14）。
夫の在宅勤務の経験別に見ると、
夫が在宅勤務をした妻は「利用し
てほしい」が51.8%と高くなっている。
夫の在宅勤務を経験した妻は、夫
の在宅勤務を支持する傾向にある
ことが分かる（図表15）。
夫の家事・育児負担に対する満

足度別に見ると、夫の家事・育児負
担に不満な妻は半数以上が「利用
してほしくない」と回答している（図
表16）。また、妻の家事・育児負担
割合の平均を見ると、「利用してほ
しくない」と回答した妻は8.1と妻の
負担が特に重いうえに、理想との差
は1.9と理想と現実の乖離も大きい。
家事・育児の負担が重く不満を抱
えている妻ほど、夫に在宅勤務を望
んでいないことが分かる（図表17）。
夫に在宅勤務を「利用してほし

い」と回答した理由としては、「家
事・育児の協力が得やすい」との声
が多かった。また、「新型コロナの感
染リスクを減らすため」「家族で過
ごす時間が増える」「通勤の負担が

減る」との声も多く聞かれた。
一方、夫に在宅勤務を「利用して

ほしくない」と回答した理由としては、
「食事の用意等が大変」との声が
多かった。また、「1人の時間が減
る」「食費や光熱費が増える」「静か
にするなど気をつかう」との声も多く
聞かれた（図表18）。

C. 夫の在宅勤務に期待する効果

夫の在宅勤務に期待する効果を
尋ねたところ、「家事に時間を使う」
が32.7%、次いで「家族とのコミュニ
ケーションを増やす」が28.9%、「休
憩・睡眠時間を確保する」が24.2%
となった。一方、「特にない」は
30.1%に及んだ（図表19）。

妻の年代別に見ると、20歳代と
40歳代は「家事に時間を使う」、30
歳代は「家族とのコミュニケーション
を増やす」が最も回答率が高かっ
た。在宅勤務を「利用してほしくな
い」の回答率が高かった50歳代と
60歳以上については、「特にない」
が最も回答率が高い。また、同じく
「利用してほしくない」が高かった40
歳代も「特にない」が3割に及んで
いる。一方、20歳代と30歳代は「特
にない」が1割程度となっており、比
較的若い年代が在宅勤務に何ら
かの効果を期待している。
「育児に時間を使う」については、
20～40歳代の回答率が高く、特に
30歳代は43.3%と突出している。さ
らに末子の属性別に見ると、特に幼
児や小学生において「育児に時間
を使う」の回答率が高い。在宅勤務
は幼い子どもがいる家庭にニーズ
があることが読み取れる。
妻の就業形態別に見ると、正社

員等は「家事に時間を使う」が
40.6%と最も高く、他と比べて突出

している。理想とする家事・育児負
担割合の平均が5.8と比較的低い
値を示していたことからも、正社員
等の妻は、在宅勤務の夫に対し家
事を期待する傾向が強いことが分
かる。

D. 夫の在宅勤務に関する自由意見

夫の在宅勤務に関する自由意見
では、「在宅勤務でも夫に家事を期
待できない」「普段家事をしない人
は、在宅勤務になっても家事をする
わけではない」という声が聞かれた。
また、「会社からの強制でなく、家庭
の事情に合わせて在宅勤務するか
を選べたらいい」という意見もあっ
た（図表20）。

本調査により、家事・育児負担は
妻側に偏っていることがうかがえた。
しかも、この傾向は妻が若い年代の
場合や就業している場合でも見受

けられた。本調査はあくまで妻のみ
を対象に尋ねたものであるが、男女
平等や男女共同参画が叫ばれて
久しいなか、こうした不均衡が見ら
れたことを指摘したい。また、家事・
育児負担が重い妻ほど不満が大き
いことが分かった。夫は率先して家
事・育児に参加しなければ、妻はま
すます不満を募らせていくであろう。
夫の在宅勤務については、夫に

在宅勤務を望まない理由として「家
事の負担が増える」との声が多く聞
かれた。また、夫に在宅勤務を望む
理由として「家事・育児を手伝って
もらえる」が多かった。これらは、夫
に家事・育児により一層参加しても
らいたいという妻側の期待の裏付
けでもあると思われる。普段あまり家
事・育児に関わっていない夫であれ
ば、在宅勤務で時間的な余裕がで
きた場合、家庭の家事・育児に進ん
で参加していくことが望まれる。在
宅勤務を機に、年代を問わず夫婦
の家事・育児分担について話し
合ってみてはいかがだろうか。

新型コロナの感染対策として在
宅勤務を導入する企業が増えた。
本調査の結果、特に若い年代や子
育て世代には、在宅勤務へのニー
ズがあることが分かった。在宅勤務
を感染対策の一時的措置としてで
はなく、男性の育児休暇取得と同様

に推進していくことは、SDGsや働き
方改革に取り組むうえで意義があ
ると思われる。自由意見にもあったよ
うに、各家庭の事情に合わせて在
宅勤務を選べるようにしてもよいの
ではないか。在宅勤務は家事・育
児の時間を捻出できるという点で女

性側の需要が相当高いと思われる
が、在宅勤務で家事・育児負担が
かえって妻に集中するようであれば、
ダイバーシティを目指す社会の動き
に逆行しかねず、注視が必要だ。
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新型コロナウイルスが猛威を振る
う中、外出自粛により家で過ごす時間
が増えている。また、働き方改革とし
て推奨されてきた在宅勤務がコロナ
禍をきっかけに広がりを見せている。
そこで、岐阜・愛知・三重・滋賀県

に在住の主婦を対象に、夫の家事・
育児負担と在宅勤務についてアン
ケート調査を実施した。

（1）家事・育児負担について
Ａ. コロナによる家事・育児負担の変化

新型コロナが流行する前と比べて
家事・育児の負担が増えたかを尋ね
たところ、本人（妻）は「増えた」が
27 . 3%、「変わらない」が70 . 6%、
「減った」が2.2%となった。3割弱の
回答者がコロナ禍で家事・育児負担
が増えたと感じていた。それに対し、
配偶者（夫）については「増えた」と
の回答が12.9%にとどまり、妻におけ
る｢増えた｣との回答率とは2倍以上

の差があった（図表1）。
妻の家事・育児負担の変化につ

いて年代別に見ると、30歳代と40歳
代で「増えた」が3割超となっている
（図表2）。また、末子の属性別に見る
と、末子が中高生以下の世帯におい
て、「増えた」が3割超となっている
（図表3）。

Ｂ. 夫の家事・育児負担に対する満足度

夫の家事・育児負担に対する満
足度を尋ねたところ、「満足」との回
答（「満足」＋「まあ満足」）が59.7%、
「不満」との回答（「少し不満」＋「か
なり不満」）が40.3%となった。およそ

4割の回答者が夫の家事・育児負担
について「不満」と感じていた。一方、
新型コロナが流行する前については、
「満足」が58.3%、「不満」が41.6%と、
新型コロナ流行の前後ではあまり大
きな差は見られなかった（図表4）。
夫の現在の家事・育児負担に対

する満足度について、妻の年代別に
見ると、年代が高くなるほど「満足」
の割合が低くなっており、60歳以上
は「不満」が「満足」を上回っている
（図表5）。
コロナによる家事・育児負担の変化
について、夫の現在の家事・育児負
担に対する満足度別に見ると、現在

の家事・育児負担に対して「満足」と
回答した妻の場合、妻と夫の間に回
答率の差はほとんど見られない。一方、
「不満」と回答した妻の場合は、妻の
「増えた」が44.1%なのに対し、夫は
8.0%と5倍以上の開きがある（図表6）。

C. 妻と夫の家事・育児分担割合

家庭の家事・育児全体を10とした
場合の、妻と夫の家事・育児分担割
合を尋ねたところ、最も回答率が高
かったのは「妻8：夫2」（27.2%）だっ
た。妻が7割以上との回答（「妻10：
夫0」＋「妻9：夫1」＋「妻8：夫2」＋「妻
7：夫3」）は78.0%に上った。一方、理

想とする家事・育児分担割合を尋ね
ると、最も回答率が高かったのは「妻
5：夫5」（36.5%）だった（図表7）。
妻の現在の負担割合の平均は7.7

となった。理想の負担割合の平均も
6.1と夫婦平等を示す5より高く、完全
に平等な分担までは求めていないこ
とが分かった。しかし、現実の負担割
合と理想の負担割合の差は1 .6と、
現実と理想との間に乖離が見られる。
妻の年代別に見ると、特に40歳代以
上が7.9と高く、理想との差も大きく
なっている。反対に20歳代は6.3と最
も低く、理想との差も0.7と最も小さい。
妻の就業形態別に見ると、パートや

正社員等でも妻の負担割合は7を超
えている。また、夫の家事・育児負担
に対する満足度別に見ると、「不満」
と回答した妻の負担割合は8.4と高
い値を示しており、理想との差も2.3と
突出している。家事・育児負担の重
さが不満につながっているようである
（図表8）。

D. 家事・育児負担に関する自由意見

家事・育児負担に関する自由意
見では、「夫の家事負担が少ないと
感じる」「夫が家のことを全くしない」
と不満の声が聞かれた。また、「女が
家事・育児をして当たり前という時代

はなくなってほしい」という声がある
反面、「収入が夫より少ないなら家事
負担が多くても仕方がない」という声
も聞かれた。しかしその一方で、性別
や収入差に関係なく「時間に余裕が
あるほうがやればよい」「お互いの仕
事や体調に合わせてやるべき」「育
児については全員でやる」という意
見もあった（図表9）。

（2）夫の在宅勤務について
A. 夫の在宅勤務の経験

新型コロナが流行して以降、夫の
在宅勤務の有無を尋ねたところ、
「在宅勤務をした」が22.8%、「在宅

勤務をしていない」が77.2%となった
（図表10）。
コロナによる家事・育児負担の変
化について、夫の在宅勤務の経験
別に見てみると、夫が在宅勤務をし
たと回答した家庭では、32.9%の妻
が「増えた」と回答した。夫の家事・
育児負担についても、在宅勤務をし
た家庭では20.1%が「増えた」と回
答したものの、妻の「増えた」を10ポ
イント以上下回っている（図表11）。

B. 夫に在宅勤務してほしいか

夫に在宅勤務を利用してほしい
かを尋ねたところ、「利用してほしい」

が27.1%、「利用してほしくない」が
40.6%となった。「利用してほしくな
い」が「利用してほしい」を上回る結
果となった（図表12）。妻の年代別に
見ると、若い年代ほど「利用してほし
い」の回答率が高い（図表13）。また、
末子の属性別に見ると、幼児におい
て「利用してほしい」が44.7%と高く、
「利用してほしくない」（25.2％）を大
きく上回っている（図表14）。
夫の在宅勤務の経験別に見ると、
夫が在宅勤務をした妻は「利用し
てほしい」が51.8%と高くなっている。
夫の在宅勤務を経験した妻は、夫
の在宅勤務を支持する傾向にある
ことが分かる（図表15）。
夫の家事・育児負担に対する満

足度別に見ると、夫の家事・育児負
担に不満な妻は半数以上が「利用
してほしくない」と回答している（図
表16）。また、妻の家事・育児負担
割合の平均を見ると、「利用してほ
しくない」と回答した妻は8.1と妻の
負担が特に重いうえに、理想との差
は1.9と理想と現実の乖離も大きい。
家事・育児の負担が重く不満を抱
えている妻ほど、夫に在宅勤務を望
んでいないことが分かる（図表17）。
夫に在宅勤務を「利用してほし

い」と回答した理由としては、「家
事・育児の協力が得やすい」との声
が多かった。また、「新型コロナの感
染リスクを減らすため」「家族で過
ごす時間が増える」「通勤の負担が

減る」との声も多く聞かれた。
一方、夫に在宅勤務を「利用して

ほしくない」と回答した理由としては、
「食事の用意等が大変」との声が
多かった。また、「1人の時間が減
る」「食費や光熱費が増える」「静か
にするなど気をつかう」との声も多く
聞かれた（図表18）。

C. 夫の在宅勤務に期待する効果

夫の在宅勤務に期待する効果を
尋ねたところ、「家事に時間を使う」
が32.7%、次いで「家族とのコミュニ
ケーションを増やす」が28.9%、「休
憩・睡眠時間を確保する」が24.2%
となった。一方、「特にない」は
30.1%に及んだ（図表19）。

妻の年代別に見ると、20歳代と
40歳代は「家事に時間を使う」、30
歳代は「家族とのコミュニケーション
を増やす」が最も回答率が高かっ
た。在宅勤務を「利用してほしくな
い」の回答率が高かった50歳代と
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が最も回答率が高い。また、同じく
「利用してほしくない」が高かった40
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にない」が1割程度となっており、比
較的若い年代が在宅勤務に何ら
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「育児に時間を使う」については、
20～40歳代の回答率が高く、特に
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児や小学生において「育児に時間
を使う」の回答率が高い。在宅勤務
は幼い子どもがいる家庭にニーズ
があることが読み取れる。
妻の就業形態別に見ると、正社

員等は「家事に時間を使う」が
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かる。

D. 夫の在宅勤務に関する自由意見

夫の在宅勤務に関する自由意見
では、「在宅勤務でも夫に家事を期
待できない」「普段家事をしない人
は、在宅勤務になっても家事をする
わけではない」という声が聞かれた。
また、「会社からの強制でなく、家庭
の事情に合わせて在宅勤務するか
を選べたらいい」という意見もあっ
た（図表20）。
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妻側に偏っていることがうかがえた。
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いことが分かった。夫は率先して家
事・育児に参加しなければ、妻はま
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けでもあると思われる。普段あまり家
事・育児に関わっていない夫であれ
ば、在宅勤務で時間的な余裕がで
きた場合、家庭の家事・育児に進ん
で参加していくことが望まれる。在
宅勤務を機に、年代を問わず夫婦
の家事・育児分担について話し
合ってみてはいかがだろうか。

新型コロナの感染対策として在
宅勤務を導入する企業が増えた。
本調査の結果、特に若い年代や子
育て世代には、在宅勤務へのニー
ズがあることが分かった。在宅勤務
を感染対策の一時的措置としてで
はなく、男性の育児休暇取得と同様

に推進していくことは、SDGsや働き
方改革に取り組むうえで意義があ
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うに、各家庭の事情に合わせて在
宅勤務を選べるようにしてもよいの
ではないか。在宅勤務は家事・育
児の時間を捻出できるという点で女

性側の需要が相当高いと思われる
が、在宅勤務で家事・育児負担が
かえって妻に集中するようであれば、
ダイバーシティを目指す社会の動き
に逆行しかねず、注視が必要だ。

62.9

夫の家事・育児負担に対する満足度図表4

妻と夫の家事・育児分担割合図表7

0 20 40 60 80 100
（%）

コロナ前

現在

46.2

45.813.9 30.7 9.6

12.1 33.1 8.5

妻の家事・育児負担の変化（末子の属性別）図表3

0 20 40 60 80 100
（%）

幼児

小学生

中高生

大学生

社会人

62.235.7

61.935.7

34.7

73.923.7

81.218.8

増えた 変わらない 減った

増えた 変わらない 減った

2.4

2.0

2.4

0.0

2.5

2.8

0.7

1.4

1.0

夫の現在の家事・育児負担に対する満足度（妻の年代別）図表5

0 20 40 60 80 100
（%）

100
（%）

（%）

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳以上

73.0 27.0

57.4 42.6

83.7 16.3

48.4 51.6

54.0 46.0

満足 不満

現実 理想

満足 まあ満足 少し不満 かなり不満

家事・育児負担の変化（満足度別）図表6

0 20 40 60 80 100

妻

夫

80.8

83.415.9

16.4

【満足】

0 20 40 60 80

妻

夫 91.08.0

44.1 54.5

【不満】

（%）40

30

20

10

0
妻10：夫0 妻9：夫1 妻8：夫2 妻7：夫3 妻6：夫4 妻5：夫5 妻4：夫6 妻3：夫7 妻2：夫8 妻1：夫9 妻0：夫10

11.1

22.8

1.0
2.4

27.2

16.9

22.0

9.7

26.8

9.9

36.5

0.8 0.6 0.4 0.6 1.0 0.4 0.1 0.1 0.1 0.6

9.0

現実

7.7

6.3

7.2

7.9

7.9

7.9

7.9

7.3

8.0

7.1

8.4

理想

6.1

5.6

6.1

6.2

6.1

6.0

6.7

5.8

6.2

6.1

6.1

差

1.6

0.7

1.2

1.7

1.8

2.0

1.2

1.5

1.8

1.1

2.3

妻の家事・育児負担割合の平均（妻の属性別）図表8
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新型コロナウイルスが猛威を振る
う中、外出自粛により家で過ごす時間
が増えている。また、働き方改革とし
て推奨されてきた在宅勤務がコロナ
禍をきっかけに広がりを見せている。
そこで、岐阜・愛知・三重・滋賀県

に在住の主婦を対象に、夫の家事・
育児負担と在宅勤務についてアン
ケート調査を実施した。

（1）家事・育児負担について
Ａ. コロナによる家事・育児負担の変化

新型コロナが流行する前と比べて
家事・育児の負担が増えたかを尋ね
たところ、本人（妻）は「増えた」が
27 . 3%、「変わらない」が70 . 6%、
「減った」が2.2%となった。3割弱の
回答者がコロナ禍で家事・育児負担
が増えたと感じていた。それに対し、
配偶者（夫）については「増えた」と
の回答が12.9%にとどまり、妻におけ
る｢増えた｣との回答率とは2倍以上

の差があった（図表1）。
妻の家事・育児負担の変化につ

いて年代別に見ると、30歳代と40歳
代で「増えた」が3割超となっている
（図表2）。また、末子の属性別に見る
と、末子が中高生以下の世帯におい
て、「増えた」が3割超となっている
（図表3）。

Ｂ. 夫の家事・育児負担に対する満足度

夫の家事・育児負担に対する満
足度を尋ねたところ、「満足」との回
答（「満足」＋「まあ満足」）が59.7%、
「不満」との回答（「少し不満」＋「か
なり不満」）が40.3%となった。およそ

4割の回答者が夫の家事・育児負担
について「不満」と感じていた。一方、
新型コロナが流行する前については、
「満足」が58.3%、「不満」が41.6%と、
新型コロナ流行の前後ではあまり大
きな差は見られなかった（図表4）。
夫の現在の家事・育児負担に対

する満足度について、妻の年代別に
見ると、年代が高くなるほど「満足」
の割合が低くなっており、60歳以上
は「不満」が「満足」を上回っている
（図表5）。
コロナによる家事・育児負担の変化
について、夫の現在の家事・育児負
担に対する満足度別に見ると、現在

の家事・育児負担に対して「満足」と
回答した妻の場合、妻と夫の間に回
答率の差はほとんど見られない。一方、
「不満」と回答した妻の場合は、妻の
「増えた」が44.1%なのに対し、夫は
8.0%と5倍以上の開きがある（図表6）。

C. 妻と夫の家事・育児分担割合

家庭の家事・育児全体を10とした
場合の、妻と夫の家事・育児分担割
合を尋ねたところ、最も回答率が高
かったのは「妻8：夫2」（27.2%）だっ
た。妻が7割以上との回答（「妻10：
夫0」＋「妻9：夫1」＋「妻8：夫2」＋「妻
7：夫3」）は78.0%に上った。一方、理

想とする家事・育児分担割合を尋ね
ると、最も回答率が高かったのは「妻
5：夫5」（36.5%）だった（図表7）。
妻の現在の負担割合の平均は7.7

となった。理想の負担割合の平均も
6.1と夫婦平等を示す5より高く、完全
に平等な分担までは求めていないこ
とが分かった。しかし、現実の負担割
合と理想の負担割合の差は1 .6と、
現実と理想との間に乖離が見られる。
妻の年代別に見ると、特に40歳代以
上が7.9と高く、理想との差も大きく
なっている。反対に20歳代は6.3と最
も低く、理想との差も0.7と最も小さい。
妻の就業形態別に見ると、パートや

正社員等でも妻の負担割合は7を超
えている。また、夫の家事・育児負担
に対する満足度別に見ると、「不満」
と回答した妻の負担割合は8.4と高
い値を示しており、理想との差も2.3と
突出している。家事・育児負担の重
さが不満につながっているようである
（図表8）。

D. 家事・育児負担に関する自由意見

家事・育児負担に関する自由意
見では、「夫の家事負担が少ないと
感じる」「夫が家のことを全くしない」
と不満の声が聞かれた。また、「女が
家事・育児をして当たり前という時代

はなくなってほしい」という声がある
反面、「収入が夫より少ないなら家事
負担が多くても仕方がない」という声
も聞かれた。しかしその一方で、性別
や収入差に関係なく「時間に余裕が
あるほうがやればよい」「お互いの仕
事や体調に合わせてやるべき」「育
児については全員でやる」という意
見もあった（図表9）。

（2）夫の在宅勤務について
A. 夫の在宅勤務の経験

新型コロナが流行して以降、夫の
在宅勤務の有無を尋ねたところ、
「在宅勤務をした」が22.8%、「在宅

勤務をしていない」が77.2%となった
（図表10）。
コロナによる家事・育児負担の変
化について、夫の在宅勤務の経験
別に見てみると、夫が在宅勤務をし
たと回答した家庭では、32.9%の妻
が「増えた」と回答した。夫の家事・
育児負担についても、在宅勤務をし
た家庭では20.1%が「増えた」と回
答したものの、妻の「増えた」を10ポ
イント以上下回っている（図表11）。

B. 夫に在宅勤務してほしいか

夫に在宅勤務を利用してほしい
かを尋ねたところ、「利用してほしい」

が27.1%、「利用してほしくない」が
40.6%となった。「利用してほしくな
い」が「利用してほしい」を上回る結
果となった（図表12）。妻の年代別に
見ると、若い年代ほど「利用してほし
い」の回答率が高い（図表13）。また、
末子の属性別に見ると、幼児におい
て「利用してほしい」が44.7%と高く、
「利用してほしくない」（25.2％）を大
きく上回っている（図表14）。
夫の在宅勤務の経験別に見ると、
夫が在宅勤務をした妻は「利用し
てほしい」が51.8%と高くなっている。
夫の在宅勤務を経験した妻は、夫
の在宅勤務を支持する傾向にある
ことが分かる（図表15）。
夫の家事・育児負担に対する満

足度別に見ると、夫の家事・育児負
担に不満な妻は半数以上が「利用
してほしくない」と回答している（図
表16）。また、妻の家事・育児負担
割合の平均を見ると、「利用してほ
しくない」と回答した妻は8.1と妻の
負担が特に重いうえに、理想との差
は1.9と理想と現実の乖離も大きい。
家事・育児の負担が重く不満を抱
えている妻ほど、夫に在宅勤務を望
んでいないことが分かる（図表17）。
夫に在宅勤務を「利用してほし

い」と回答した理由としては、「家
事・育児の協力が得やすい」との声
が多かった。また、「新型コロナの感
染リスクを減らすため」「家族で過
ごす時間が増える」「通勤の負担が

減る」との声も多く聞かれた。
一方、夫に在宅勤務を「利用して

ほしくない」と回答した理由としては、
「食事の用意等が大変」との声が
多かった。また、「1人の時間が減
る」「食費や光熱費が増える」「静か
にするなど気をつかう」との声も多く
聞かれた（図表18）。

C. 夫の在宅勤務に期待する効果

夫の在宅勤務に期待する効果を
尋ねたところ、「家事に時間を使う」
が32.7%、次いで「家族とのコミュニ
ケーションを増やす」が28.9%、「休
憩・睡眠時間を確保する」が24.2%
となった。一方、「特にない」は
30.1%に及んだ（図表19）。

妻の年代別に見ると、20歳代と
40歳代は「家事に時間を使う」、30
歳代は「家族とのコミュニケーション
を増やす」が最も回答率が高かっ
た。在宅勤務を「利用してほしくな
い」の回答率が高かった50歳代と
60歳以上については、「特にない」
が最も回答率が高い。また、同じく
「利用してほしくない」が高かった40
歳代も「特にない」が3割に及んで
いる。一方、20歳代と30歳代は「特
にない」が1割程度となっており、比
較的若い年代が在宅勤務に何ら
かの効果を期待している。
「育児に時間を使う」については、
20～40歳代の回答率が高く、特に
30歳代は43.3%と突出している。さ
らに末子の属性別に見ると、特に幼
児や小学生において「育児に時間
を使う」の回答率が高い。在宅勤務
は幼い子どもがいる家庭にニーズ
があることが読み取れる。
妻の就業形態別に見ると、正社

員等は「家事に時間を使う」が
40.6%と最も高く、他と比べて突出

している。理想とする家事・育児負
担割合の平均が5.8と比較的低い
値を示していたことからも、正社員
等の妻は、在宅勤務の夫に対し家
事を期待する傾向が強いことが分
かる。

D. 夫の在宅勤務に関する自由意見

夫の在宅勤務に関する自由意見
では、「在宅勤務でも夫に家事を期
待できない」「普段家事をしない人
は、在宅勤務になっても家事をする
わけではない」という声が聞かれた。
また、「会社からの強制でなく、家庭
の事情に合わせて在宅勤務するか
を選べたらいい」という意見もあっ
た（図表20）。

本調査により、家事・育児負担は
妻側に偏っていることがうかがえた。
しかも、この傾向は妻が若い年代の
場合や就業している場合でも見受

けられた。本調査はあくまで妻のみ
を対象に尋ねたものであるが、男女
平等や男女共同参画が叫ばれて
久しいなか、こうした不均衡が見ら
れたことを指摘したい。また、家事・
育児負担が重い妻ほど不満が大き
いことが分かった。夫は率先して家
事・育児に参加しなければ、妻はま
すます不満を募らせていくであろう。
夫の在宅勤務については、夫に
在宅勤務を望まない理由として「家
事の負担が増える」との声が多く聞
かれた。また、夫に在宅勤務を望む
理由として「家事・育児を手伝って
もらえる」が多かった。これらは、夫
に家事・育児により一層参加しても
らいたいという妻側の期待の裏付
けでもあると思われる。普段あまり家
事・育児に関わっていない夫であれ
ば、在宅勤務で時間的な余裕がで
きた場合、家庭の家事・育児に進ん
で参加していくことが望まれる。在
宅勤務を機に、年代を問わず夫婦
の家事・育児分担について話し
合ってみてはいかがだろうか。

新型コロナの感染対策として在
宅勤務を導入する企業が増えた。
本調査の結果、特に若い年代や子
育て世代には、在宅勤務へのニー
ズがあることが分かった。在宅勤務
を感染対策の一時的措置としてで
はなく、男性の育児休暇取得と同様

に推進していくことは、SDGsや働き
方改革に取り組むうえで意義があ
ると思われる。自由意見にもあったよ
うに、各家庭の事情に合わせて在
宅勤務を選べるようにしてもよいの
ではないか。在宅勤務は家事・育
児の時間を捻出できるという点で女

性側の需要が相当高いと思われる
が、在宅勤務で家事・育児負担が
かえって妻に集中するようであれば、
ダイバーシティを目指す社会の動き
に逆行しかねず、注視が必要だ。

家事・育児負担に関する自由意見（抜粋）図表9

夫の在宅勤務の経験図表10 夫に在宅勤務してほしいか（全体）図表12

・共働きなので、できることをおたがいがやる。（30歳代／正社員等）
・女性の家事・育児の負担は以前に比べると減ったが、社会全体が変わらないと平等になるのは難しい。（30歳代／正社員等）
・共働きの家庭では、家事・育児は家族全員で！（40歳代／正社員等）
・配偶者の家事負担が少ないとすごく感じた。（40歳代／正社員等）
・やってほしい事（出来る事）を明確にするといいかも。（40歳代／正社員等）
・子どもの塾の送迎など、夫が仕事を早く終わることができる環境であれば助かる。（40歳代／パート）
・大黒柱である主人の収入とくらべ、私の収入は少ないので、家事の負担が多いのはしかたないと思っていましたが、育児は手伝ってほし
かったです。（40歳代／パート）
・家事について、自分がやれない事をやってもらえると大変助かると思う。（50歳代／正社員等）
・女は家事、育児が当たり前という時代は早くなくなってほしい。男女共に自立し合う関係性があたり前になると良い。（50歳代／正社
員等）

・私が仕事して（常勤）、主人が隠居しているが、主人は全く家の事をしない（洗濯物のとりこみだけはする）。昭和の人（夫）に今さら教育
しようと思わないので、今後も私の負担は変わらない。（50歳代／正社員等）
・座っているだけで何もしないならいない方がいいです。家事も育児も「どちらがどれだけ」ではなくお互いの仕事や体調に合わせてできる
方がやるべきです。そしてお互いに感謝の気持ちを忘れず、言葉にして伝えることが大切です。（50歳代／パート）

・手が空いている時には、お互いに協力できると日常生活がスムーズにいきます。（50歳代／パート）
・時間がある人が、やればよいと思います。外で仕事をしている主人が、出来ることを手伝ってくれればいいです。育児に関することは、積
極的に意見を出し合って協力することが大切になると思います。（50歳代／パート）

・どの様な状況になっても協力することが、家族の中で共有されていれば良いと思います。（50歳代／パート）
・夫婦で一緒にやっていくとコミュニケーションが取れ、夫婦円満になると思います。（50歳代／パート）
・今の若いお母さん方は我 （々60代～70代）に比べると、働いてみえる方が多いので、大変だろうと思います。しかし、息子もそうですが、
若いお父さん方は昔と比べ、格段に協力的ではあります。（60歳以上／正社員等）

・仕事で遅くなった時は、協力してほしい。（60歳以上／パート）
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コロナによる家事・育児負担の変化（夫の在宅勤務の経験別）図表11
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夫に在宅勤務してほしいか（妻の年代別）図表13

妻の家事・育児負担割合の平均（夫の在宅勤務の希望別）図表17
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夫に在宅勤務してほしいか（末子の属性別）図表14 夫に在宅勤務してほしいか（夫の在宅勤務の経験別）図表15
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夫に在宅勤務してほしいか（満足度別）図表16
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新型コロナウイルスが猛威を振る
う中、外出自粛により家で過ごす時間
が増えている。また、働き方改革とし
て推奨されてきた在宅勤務がコロナ
禍をきっかけに広がりを見せている。
そこで、岐阜・愛知・三重・滋賀県

に在住の主婦を対象に、夫の家事・
育児負担と在宅勤務についてアン
ケート調査を実施した。

（1）家事・育児負担について
Ａ. コロナによる家事・育児負担の変化

新型コロナが流行する前と比べて
家事・育児の負担が増えたかを尋ね
たところ、本人（妻）は「増えた」が
27 . 3%、「変わらない」が70 . 6%、
「減った」が2.2%となった。3割弱の
回答者がコロナ禍で家事・育児負担
が増えたと感じていた。それに対し、
配偶者（夫）については「増えた」と
の回答が12.9%にとどまり、妻におけ
る｢増えた｣との回答率とは2倍以上

の差があった（図表1）。
妻の家事・育児負担の変化につ

いて年代別に見ると、30歳代と40歳
代で「増えた」が3割超となっている
（図表2）。また、末子の属性別に見る
と、末子が中高生以下の世帯におい
て、「増えた」が3割超となっている
（図表3）。

Ｂ. 夫の家事・育児負担に対する満足度

夫の家事・育児負担に対する満
足度を尋ねたところ、「満足」との回
答（「満足」＋「まあ満足」）が59.7%、
「不満」との回答（「少し不満」＋「か
なり不満」）が40.3%となった。およそ

4割の回答者が夫の家事・育児負担
について「不満」と感じていた。一方、
新型コロナが流行する前については、
「満足」が58.3%、「不満」が41.6%と、
新型コロナ流行の前後ではあまり大
きな差は見られなかった（図表4）。
夫の現在の家事・育児負担に対

する満足度について、妻の年代別に
見ると、年代が高くなるほど「満足」
の割合が低くなっており、60歳以上
は「不満」が「満足」を上回っている
（図表5）。
コロナによる家事・育児負担の変化
について、夫の現在の家事・育児負
担に対する満足度別に見ると、現在

の家事・育児負担に対して「満足」と
回答した妻の場合、妻と夫の間に回
答率の差はほとんど見られない。一方、
「不満」と回答した妻の場合は、妻の
「増えた」が44.1%なのに対し、夫は
8.0%と5倍以上の開きがある（図表6）。

C. 妻と夫の家事・育児分担割合

家庭の家事・育児全体を10とした
場合の、妻と夫の家事・育児分担割
合を尋ねたところ、最も回答率が高
かったのは「妻8：夫2」（27.2%）だっ
た。妻が7割以上との回答（「妻10：
夫0」＋「妻9：夫1」＋「妻8：夫2」＋「妻
7：夫3」）は78.0%に上った。一方、理

想とする家事・育児分担割合を尋ね
ると、最も回答率が高かったのは「妻
5：夫5」（36.5%）だった（図表7）。
妻の現在の負担割合の平均は7.7

となった。理想の負担割合の平均も
6.1と夫婦平等を示す5より高く、完全
に平等な分担までは求めていないこ
とが分かった。しかし、現実の負担割
合と理想の負担割合の差は1 .6と、
現実と理想との間に乖離が見られる。
妻の年代別に見ると、特に40歳代以
上が7.9と高く、理想との差も大きく
なっている。反対に20歳代は6.3と最
も低く、理想との差も0.7と最も小さい。
妻の就業形態別に見ると、パートや

正社員等でも妻の負担割合は7を超
えている。また、夫の家事・育児負担
に対する満足度別に見ると、「不満」
と回答した妻の負担割合は8.4と高
い値を示しており、理想との差も2.3と
突出している。家事・育児負担の重
さが不満につながっているようである
（図表8）。

D. 家事・育児負担に関する自由意見

家事・育児負担に関する自由意
見では、「夫の家事負担が少ないと
感じる」「夫が家のことを全くしない」
と不満の声が聞かれた。また、「女が
家事・育児をして当たり前という時代

はなくなってほしい」という声がある
反面、「収入が夫より少ないなら家事
負担が多くても仕方がない」という声
も聞かれた。しかしその一方で、性別
や収入差に関係なく「時間に余裕が
あるほうがやればよい」「お互いの仕
事や体調に合わせてやるべき」「育
児については全員でやる」という意
見もあった（図表9）。

（2）夫の在宅勤務について
A. 夫の在宅勤務の経験

新型コロナが流行して以降、夫の
在宅勤務の有無を尋ねたところ、
「在宅勤務をした」が22.8%、「在宅

勤務をしていない」が77.2%となった
（図表10）。
コロナによる家事・育児負担の変
化について、夫の在宅勤務の経験
別に見てみると、夫が在宅勤務をし
たと回答した家庭では、32.9%の妻
が「増えた」と回答した。夫の家事・
育児負担についても、在宅勤務をし
た家庭では20.1%が「増えた」と回
答したものの、妻の「増えた」を10ポ
イント以上下回っている（図表11）。

B. 夫に在宅勤務してほしいか

夫に在宅勤務を利用してほしい
かを尋ねたところ、「利用してほしい」

が27.1%、「利用してほしくない」が
40.6%となった。「利用してほしくな
い」が「利用してほしい」を上回る結
果となった（図表12）。妻の年代別に
見ると、若い年代ほど「利用してほし
い」の回答率が高い（図表13）。また、
末子の属性別に見ると、幼児におい
て「利用してほしい」が44.7%と高く、
「利用してほしくない」（25.2％）を大
きく上回っている（図表14）。
夫の在宅勤務の経験別に見ると、

夫が在宅勤務をした妻は「利用し
てほしい」が51.8%と高くなっている。
夫の在宅勤務を経験した妻は、夫
の在宅勤務を支持する傾向にある
ことが分かる（図表15）。
夫の家事・育児負担に対する満

足度別に見ると、夫の家事・育児負
担に不満な妻は半数以上が「利用
してほしくない」と回答している（図
表16）。また、妻の家事・育児負担
割合の平均を見ると、「利用してほ
しくない」と回答した妻は8.1と妻の
負担が特に重いうえに、理想との差
は1.9と理想と現実の乖離も大きい。
家事・育児の負担が重く不満を抱
えている妻ほど、夫に在宅勤務を望
んでいないことが分かる（図表17）。
夫に在宅勤務を「利用してほし

い」と回答した理由としては、「家
事・育児の協力が得やすい」との声
が多かった。また、「新型コロナの感
染リスクを減らすため」「家族で過
ごす時間が増える」「通勤の負担が

減る」との声も多く聞かれた。
一方、夫に在宅勤務を「利用して

ほしくない」と回答した理由としては、
「食事の用意等が大変」との声が
多かった。また、「1人の時間が減
る」「食費や光熱費が増える」「静か
にするなど気をつかう」との声も多く
聞かれた（図表18）。

C. 夫の在宅勤務に期待する効果

夫の在宅勤務に期待する効果を
尋ねたところ、「家事に時間を使う」
が32.7%、次いで「家族とのコミュニ
ケーションを増やす」が28.9%、「休
憩・睡眠時間を確保する」が24.2%
となった。一方、「特にない」は
30.1%に及んだ（図表19）。

妻の年代別に見ると、20歳代と
40歳代は「家事に時間を使う」、30
歳代は「家族とのコミュニケーション
を増やす」が最も回答率が高かっ
た。在宅勤務を「利用してほしくな
い」の回答率が高かった50歳代と
60歳以上については、「特にない」
が最も回答率が高い。また、同じく
「利用してほしくない」が高かった40
歳代も「特にない」が3割に及んで
いる。一方、20歳代と30歳代は「特
にない」が1割程度となっており、比
較的若い年代が在宅勤務に何ら
かの効果を期待している。
「育児に時間を使う」については、
20～40歳代の回答率が高く、特に
30歳代は43.3%と突出している。さ
らに末子の属性別に見ると、特に幼
児や小学生において「育児に時間
を使う」の回答率が高い。在宅勤務
は幼い子どもがいる家庭にニーズ
があることが読み取れる。
妻の就業形態別に見ると、正社

員等は「家事に時間を使う」が
40.6%と最も高く、他と比べて突出

している。理想とする家事・育児負
担割合の平均が5.8と比較的低い
値を示していたことからも、正社員
等の妻は、在宅勤務の夫に対し家
事を期待する傾向が強いことが分
かる。

D. 夫の在宅勤務に関する自由意見

夫の在宅勤務に関する自由意見
では、「在宅勤務でも夫に家事を期
待できない」「普段家事をしない人
は、在宅勤務になっても家事をする
わけではない」という声が聞かれた。
また、「会社からの強制でなく、家庭
の事情に合わせて在宅勤務するか
を選べたらいい」という意見もあっ
た（図表20）。

本調査により、家事・育児負担は
妻側に偏っていることがうかがえた。
しかも、この傾向は妻が若い年代の
場合や就業している場合でも見受

けられた。本調査はあくまで妻のみ
を対象に尋ねたものであるが、男女
平等や男女共同参画が叫ばれて
久しいなか、こうした不均衡が見ら
れたことを指摘したい。また、家事・
育児負担が重い妻ほど不満が大き
いことが分かった。夫は率先して家
事・育児に参加しなければ、妻はま
すます不満を募らせていくであろう。
夫の在宅勤務については、夫に
在宅勤務を望まない理由として「家
事の負担が増える」との声が多く聞
かれた。また、夫に在宅勤務を望む
理由として「家事・育児を手伝って
もらえる」が多かった。これらは、夫
に家事・育児により一層参加しても
らいたいという妻側の期待の裏付
けでもあると思われる。普段あまり家
事・育児に関わっていない夫であれ
ば、在宅勤務で時間的な余裕がで
きた場合、家庭の家事・育児に進ん
で参加していくことが望まれる。在
宅勤務を機に、年代を問わず夫婦
の家事・育児分担について話し
合ってみてはいかがだろうか。

新型コロナの感染対策として在
宅勤務を導入する企業が増えた。
本調査の結果、特に若い年代や子
育て世代には、在宅勤務へのニー
ズがあることが分かった。在宅勤務
を感染対策の一時的措置としてで
はなく、男性の育児休暇取得と同様

に推進していくことは、SDGsや働き
方改革に取り組むうえで意義があ
ると思われる。自由意見にもあったよ
うに、各家庭の事情に合わせて在
宅勤務を選べるようにしてもよいの
ではないか。在宅勤務は家事・育
児の時間を捻出できるという点で女

性側の需要が相当高いと思われる
が、在宅勤務で家事・育児負担が
かえって妻に集中するようであれば、
ダイバーシティを目指す社会の動き
に逆行しかねず、注視が必要だ。

家事・育児負担に関する自由意見（抜粋）図表9

夫の在宅勤務の経験図表10 夫に在宅勤務してほしいか（全体）図表12

・共働きなので、できることをおたがいがやる。（30歳代／正社員等）
・女性の家事・育児の負担は以前に比べると減ったが、社会全体が変わらないと平等になるのは難しい。（30歳代／正社員等）
・共働きの家庭では、家事・育児は家族全員で！（40歳代／正社員等）
・配偶者の家事負担が少ないとすごく感じた。（40歳代／正社員等）
・やってほしい事（出来る事）を明確にするといいかも。（40歳代／正社員等）
・子どもの塾の送迎など、夫が仕事を早く終わることができる環境であれば助かる。（40歳代／パート）
・大黒柱である主人の収入とくらべ、私の収入は少ないので、家事の負担が多いのはしかたないと思っていましたが、育児は手伝ってほし
かったです。（40歳代／パート）
・家事について、自分がやれない事をやってもらえると大変助かると思う。（50歳代／正社員等）
・女は家事、育児が当たり前という時代は早くなくなってほしい。男女共に自立し合う関係性があたり前になると良い。（50歳代／正社
員等）

・私が仕事して（常勤）、主人が隠居しているが、主人は全く家の事をしない（洗濯物のとりこみだけはする）。昭和の人（夫）に今さら教育
しようと思わないので、今後も私の負担は変わらない。（50歳代／正社員等）
・座っているだけで何もしないならいない方がいいです。家事も育児も「どちらがどれだけ」ではなくお互いの仕事や体調に合わせてできる
方がやるべきです。そしてお互いに感謝の気持ちを忘れず、言葉にして伝えることが大切です。（50歳代／パート）

・手が空いている時には、お互いに協力できると日常生活がスムーズにいきます。（50歳代／パート）
・時間がある人が、やればよいと思います。外で仕事をしている主人が、出来ることを手伝ってくれればいいです。育児に関することは、積
極的に意見を出し合って協力することが大切になると思います。（50歳代／パート）

・どの様な状況になっても協力することが、家族の中で共有されていれば良いと思います。（50歳代／パート）
・夫婦で一緒にやっていくとコミュニケーションが取れ、夫婦円満になると思います。（50歳代／パート）
・今の若いお母さん方は我 （々60代～70代）に比べると、働いてみえる方が多いので、大変だろうと思います。しかし、息子もそうですが、
若いお父さん方は昔と比べ、格段に協力的ではあります。（60歳以上／正社員等）

・仕事で遅くなった時は、協力してほしい。（60歳以上／パート）

増えた 変わらない 減った
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0.9

コロナによる家事・育児負担の変化（夫の在宅勤務の経験別）図表11
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夫に在宅勤務してほしいか（妻の年代別）図表13

妻の家事・育児負担割合の平均（夫の在宅勤務の希望別）図表17
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20歳代
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60歳以上
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夫に在宅勤務してほしいか（末子の属性別）図表14 夫に在宅勤務してほしいか（夫の在宅勤務の経験別）図表15
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夫に在宅勤務してほしいか（満足度別）図表16
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新型コロナウイルスが猛威を振る
う中、外出自粛により家で過ごす時間
が増えている。また、働き方改革とし
て推奨されてきた在宅勤務がコロナ
禍をきっかけに広がりを見せている。
そこで、岐阜・愛知・三重・滋賀県

に在住の主婦を対象に、夫の家事・
育児負担と在宅勤務についてアン
ケート調査を実施した。

（1）家事・育児負担について
Ａ. コロナによる家事・育児負担の変化

新型コロナが流行する前と比べて
家事・育児の負担が増えたかを尋ね
たところ、本人（妻）は「増えた」が
27 . 3%、「変わらない」が70 . 6%、
「減った」が2.2%となった。3割弱の
回答者がコロナ禍で家事・育児負担
が増えたと感じていた。それに対し、
配偶者（夫）については「増えた」と
の回答が12.9%にとどまり、妻におけ
る｢増えた｣との回答率とは2倍以上

の差があった（図表1）。
妻の家事・育児負担の変化につ

いて年代別に見ると、30歳代と40歳
代で「増えた」が3割超となっている
（図表2）。また、末子の属性別に見る
と、末子が中高生以下の世帯におい
て、「増えた」が3割超となっている
（図表3）。

Ｂ. 夫の家事・育児負担に対する満足度

夫の家事・育児負担に対する満
足度を尋ねたところ、「満足」との回
答（「満足」＋「まあ満足」）が59.7%、
「不満」との回答（「少し不満」＋「か
なり不満」）が40.3%となった。およそ

4割の回答者が夫の家事・育児負担
について「不満」と感じていた。一方、
新型コロナが流行する前については、
「満足」が58.3%、「不満」が41.6%と、
新型コロナ流行の前後ではあまり大
きな差は見られなかった（図表4）。
夫の現在の家事・育児負担に対

する満足度について、妻の年代別に
見ると、年代が高くなるほど「満足」
の割合が低くなっており、60歳以上
は「不満」が「満足」を上回っている
（図表5）。
コロナによる家事・育児負担の変化
について、夫の現在の家事・育児負
担に対する満足度別に見ると、現在

の家事・育児負担に対して「満足」と
回答した妻の場合、妻と夫の間に回
答率の差はほとんど見られない。一方、
「不満」と回答した妻の場合は、妻の
「増えた」が44.1%なのに対し、夫は
8.0%と5倍以上の開きがある（図表6）。

C. 妻と夫の家事・育児分担割合

家庭の家事・育児全体を10とした
場合の、妻と夫の家事・育児分担割
合を尋ねたところ、最も回答率が高
かったのは「妻8：夫2」（27.2%）だっ
た。妻が7割以上との回答（「妻10：
夫0」＋「妻9：夫1」＋「妻8：夫2」＋「妻
7：夫3」）は78.0%に上った。一方、理

想とする家事・育児分担割合を尋ね
ると、最も回答率が高かったのは「妻
5：夫5」（36.5%）だった（図表7）。
妻の現在の負担割合の平均は7.7

となった。理想の負担割合の平均も
6.1と夫婦平等を示す5より高く、完全
に平等な分担までは求めていないこ
とが分かった。しかし、現実の負担割
合と理想の負担割合の差は1 .6と、
現実と理想との間に乖離が見られる。
妻の年代別に見ると、特に40歳代以
上が7.9と高く、理想との差も大きく
なっている。反対に20歳代は6.3と最
も低く、理想との差も0.7と最も小さい。
妻の就業形態別に見ると、パートや

正社員等でも妻の負担割合は7を超
えている。また、夫の家事・育児負担
に対する満足度別に見ると、「不満」
と回答した妻の負担割合は8.4と高
い値を示しており、理想との差も2.3と
突出している。家事・育児負担の重
さが不満につながっているようである
（図表8）。

D. 家事・育児負担に関する自由意見

家事・育児負担に関する自由意
見では、「夫の家事負担が少ないと
感じる」「夫が家のことを全くしない」
と不満の声が聞かれた。また、「女が
家事・育児をして当たり前という時代

はなくなってほしい」という声がある
反面、「収入が夫より少ないなら家事
負担が多くても仕方がない」という声
も聞かれた。しかしその一方で、性別
や収入差に関係なく「時間に余裕が
あるほうがやればよい」「お互いの仕
事や体調に合わせてやるべき」「育
児については全員でやる」という意
見もあった（図表9）。

（2）夫の在宅勤務について
A. 夫の在宅勤務の経験

新型コロナが流行して以降、夫の
在宅勤務の有無を尋ねたところ、
「在宅勤務をした」が22.8%、「在宅

勤務をしていない」が77.2%となった
（図表10）。
コロナによる家事・育児負担の変
化について、夫の在宅勤務の経験
別に見てみると、夫が在宅勤務をし
たと回答した家庭では、32.9%の妻
が「増えた」と回答した。夫の家事・
育児負担についても、在宅勤務をし
た家庭では20.1%が「増えた」と回
答したものの、妻の「増えた」を10ポ
イント以上下回っている（図表11）。

B. 夫に在宅勤務してほしいか

夫に在宅勤務を利用してほしい
かを尋ねたところ、「利用してほしい」

が27.1%、「利用してほしくない」が
40.6%となった。「利用してほしくな
い」が「利用してほしい」を上回る結
果となった（図表12）。妻の年代別に
見ると、若い年代ほど「利用してほし
い」の回答率が高い（図表13）。また、
末子の属性別に見ると、幼児におい
て「利用してほしい」が44.7%と高く、
「利用してほしくない」（25.2％）を大
きく上回っている（図表14）。
夫の在宅勤務の経験別に見ると、
夫が在宅勤務をした妻は「利用し
てほしい」が51.8%と高くなっている。
夫の在宅勤務を経験した妻は、夫
の在宅勤務を支持する傾向にある
ことが分かる（図表15）。
夫の家事・育児負担に対する満

足度別に見ると、夫の家事・育児負
担に不満な妻は半数以上が「利用
してほしくない」と回答している（図
表16）。また、妻の家事・育児負担
割合の平均を見ると、「利用してほ
しくない」と回答した妻は8.1と妻の
負担が特に重いうえに、理想との差
は1.9と理想と現実の乖離も大きい。
家事・育児の負担が重く不満を抱
えている妻ほど、夫に在宅勤務を望
んでいないことが分かる（図表17）。
夫に在宅勤務を「利用してほし

い」と回答した理由としては、「家
事・育児の協力が得やすい」との声
が多かった。また、「新型コロナの感
染リスクを減らすため」「家族で過
ごす時間が増える」「通勤の負担が

減る」との声も多く聞かれた。
一方、夫に在宅勤務を「利用して

ほしくない」と回答した理由としては、
「食事の用意等が大変」との声が
多かった。また、「1人の時間が減
る」「食費や光熱費が増える」「静か
にするなど気をつかう」との声も多く
聞かれた（図表18）。

C. 夫の在宅勤務に期待する効果

夫の在宅勤務に期待する効果を
尋ねたところ、「家事に時間を使う」
が32.7%、次いで「家族とのコミュニ
ケーションを増やす」が28.9%、「休
憩・睡眠時間を確保する」が24.2%
となった。一方、「特にない」は
30.1%に及んだ（図表19）。

妻の年代別に見ると、20歳代と
40歳代は「家事に時間を使う」、30
歳代は「家族とのコミュニケーション
を増やす」が最も回答率が高かっ
た。在宅勤務を「利用してほしくな
い」の回答率が高かった50歳代と
60歳以上については、「特にない」
が最も回答率が高い。また、同じく
「利用してほしくない」が高かった40
歳代も「特にない」が3割に及んで
いる。一方、20歳代と30歳代は「特
にない」が1割程度となっており、比
較的若い年代が在宅勤務に何ら
かの効果を期待している。
「育児に時間を使う」については、
20～40歳代の回答率が高く、特に
30歳代は43.3%と突出している。さ
らに末子の属性別に見ると、特に幼
児や小学生において「育児に時間
を使う」の回答率が高い。在宅勤務
は幼い子どもがいる家庭にニーズ
があることが読み取れる。
妻の就業形態別に見ると、正社

員等は「家事に時間を使う」が
40.6%と最も高く、他と比べて突出

している。理想とする家事・育児負
担割合の平均が5.8と比較的低い
値を示していたことからも、正社員
等の妻は、在宅勤務の夫に対し家
事を期待する傾向が強いことが分
かる。

D. 夫の在宅勤務に関する自由意見

夫の在宅勤務に関する自由意見
では、「在宅勤務でも夫に家事を期
待できない」「普段家事をしない人
は、在宅勤務になっても家事をする
わけではない」という声が聞かれた。
また、「会社からの強制でなく、家庭
の事情に合わせて在宅勤務するか
を選べたらいい」という意見もあっ
た（図表20）。

本調査により、家事・育児負担は
妻側に偏っていることがうかがえた。
しかも、この傾向は妻が若い年代の
場合や就業している場合でも見受

けられた。本調査はあくまで妻のみ
を対象に尋ねたものであるが、男女
平等や男女共同参画が叫ばれて
久しいなか、こうした不均衡が見ら
れたことを指摘したい。また、家事・
育児負担が重い妻ほど不満が大き
いことが分かった。夫は率先して家
事・育児に参加しなければ、妻はま
すます不満を募らせていくであろう。
夫の在宅勤務については、夫に
在宅勤務を望まない理由として「家
事の負担が増える」との声が多く聞
かれた。また、夫に在宅勤務を望む
理由として「家事・育児を手伝って
もらえる」が多かった。これらは、夫
に家事・育児により一層参加しても
らいたいという妻側の期待の裏付
けでもあると思われる。普段あまり家
事・育児に関わっていない夫であれ
ば、在宅勤務で時間的な余裕がで
きた場合、家庭の家事・育児に進ん
で参加していくことが望まれる。在
宅勤務を機に、年代を問わず夫婦
の家事・育児分担について話し
合ってみてはいかがだろうか。

新型コロナの感染対策として在
宅勤務を導入する企業が増えた。
本調査の結果、特に若い年代や子
育て世代には、在宅勤務へのニー
ズがあることが分かった。在宅勤務
を感染対策の一時的措置としてで
はなく、男性の育児休暇取得と同様

に推進していくことは、SDGsや働き
方改革に取り組むうえで意義があ
ると思われる。自由意見にもあったよ
うに、各家庭の事情に合わせて在
宅勤務を選べるようにしてもよいの
ではないか。在宅勤務は家事・育
児の時間を捻出できるという点で女

性側の需要が相当高いと思われる
が、在宅勤務で家事・育児負担が
かえって妻に集中するようであれば、
ダイバーシティを目指す社会の動き
に逆行しかねず、注視が必要だ。
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・自分が働いており、家事をしてもらえると助かるから。（20歳代／
正社員等）

・子どもの迎えやごみ出しなどを手伝ってくれるようになった。（30
歳代／正社員等）

・夕食を作ってくれるため。（30歳代／正社員等）
・子どもが体調不良等のときに、私が仕事を休まなくてもいいから。
（40歳代／パート）
・子どもがまだ小さいので、在宅勤務で感染リスクを減らしてほしい。
（30歳代／正社員等）
・コロナで夫の感染が心配だった。（60歳以上／パート）
・子ども達が喜ぶ。家族で過ごす時間が増える。（30歳代／パート）
・通勤時間がないため負担がなく気持ち的に楽だったようです。
（30歳代／正社員等）

・食事の準備や家事が大変。時間帯を気にして家事が進まない。
（20歳代／正社員等）
・家にいても家事を期待出来ないので。（60歳代／正社員等）
・自分が外に出て働いている間、家にいてもらいたくない。光熱費、
食費がかかるし家の中が汚れる。（50歳代／パート）

・1人の時間がなくなるのが嫌だから。（30歳代／専業主婦）
・一緒の時間が増えると仲が悪くなりそうだから。（40歳代／正社
員等）

・在宅勤務できるような仕事内容ではないから。（40歳代／パート）
・子どもを静かにさせて仕事に集中できる環境作りをしないといけ
ないから。（40歳代／正社員等）
・生活のリズムがくるう。（60歳以上／専業主婦）

在宅勤務を利用してほしい理由（抜粋） 在宅勤務を利用してほしくない理由（抜粋）図表18

夫の在宅勤務に関する自由意見（抜粋）図表20

・在宅勤務の夫の方が家にいる時間が長いはずなのに、帰ったばかりの私にごはんはまだ？という顔をする。（30歳代／正社員等）
・今よりもっと多くの職種で在宅勤務が可能になるといい。（30歳代／パート）
・各々の家庭により働き方や事情が異なるため、どのような形が良いのかは決められない。これから社会を担う若い人達があらゆる差別
のない、働きやすい環境となることを願っている。（40歳代／正社員等）

・在宅勤務が出来る仕事であれば、やった方がいいと思います。通勤時間を有効に使える。（40歳代／パート）
・在宅勤務は部屋数が無いときびしいのでは？（40歳代／パート）
・生活スタイルによって在宅勤務もしくは勤務時間を選べるといい。（40歳代／パート）
・夫の仕事の様子、妻の家事の様子が、在宅勤務によりお互い少しでも理解できるのではないでしょうか。（50歳代／専業主婦）
・配偶者の在宅勤務は求めていないが、自分が在宅勤務になれば今より家事はこなしやすくなると思う。（50歳代／正社員等）
・普段、家事をしない方は、在宅勤務で家にいても家事をする訳ではない。家にいる時間が長いのだから家事をしてほしいという希望は
現実とのギャップを生み、トラブルになるだけだと改めて感じました。（50歳代／正社員等）

・職種や仕事量、手のかかる年齢の子どもがいるかどうか等、その家庭によって違うと思うので、会社からの強制でなく、選択できるのが
一番理想だと思う。（50歳代／パート）

・在宅勤務になり、主婦としてのスケジュールが変化したと感じます。（夫が家に）「いる、いない」とで行動が変わりました。（60歳以上／
専業主婦）

 ※複数回答 （%）

家事に時間を使う
家族との

コミュニケーション
を増やす

休憩・睡眠時間を
確保する

効率的に
働くことができる

育児に時間を使う
趣味など

自由な時間が
増える

勉強や
スキルアップに
役立てる

その他 特にない

32.7

61.2

47.3

31.6

23.3

22.6

20.9

40.6

28.4

49.6

36.5

28.2

26.9

21.1

28.9

30.6

48.7

29.9

20.9

17.5

29.9

26.1

31.3

47.1

43.8

24.7

22.4

18.1

24.2

30.6

29.3

26.2

21.4

18.2

17.9

26.7

23.9

21.5

31.3

16.5

29.9

21.1

18.6

34.7

20.7

16.6

18.4

13.9

16.4

19.8

18.4

20.7

16.7

12.9

17.9

17.7

17.1

20.4

43.3

21.9

1.5

4.4

11.9

18.5

17.0

59.5

30.2

8.2

0.0

3.0

12.1

14.3

8.7

9.1

14.1

16.1

13.4

11.6

11.8

4.1

13.5

7.1

17.9

15.2

4.8

4.1

6.0

4.3

4.9

4.4

7.5

4.3

4.3

6.6

5.2

3.5

4.5

4.6

2.1

0.0

2.0

2.1

2.4

2.2

6.0

1.3

2.0

3.3

1.0

1.2

3.0

2.1

30.1

10.2

10.7

30.5

38.8

44.5

29.9

27.7

31.3

9.1

18.8

40.0

31.3

43.5

夫の在宅勤務に期待する効果（属性別）図表19

全体

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳以上

専業主婦

正社員等

パート

幼児

小学生

中高生

大学生

社会人

（＊）■は、各属性における最も回答率の高い項目。

3433



新型コロナウイルスが猛威を振る
う中、外出自粛により家で過ごす時間
が増えている。また、働き方改革とし
て推奨されてきた在宅勤務がコロナ
禍をきっかけに広がりを見せている。
そこで、岐阜・愛知・三重・滋賀県

に在住の主婦を対象に、夫の家事・
育児負担と在宅勤務についてアン
ケート調査を実施した。

（1）家事・育児負担について
Ａ. コロナによる家事・育児負担の変化

新型コロナが流行する前と比べて
家事・育児の負担が増えたかを尋ね
たところ、本人（妻）は「増えた」が
27 . 3%、「変わらない」が70 . 6%、
「減った」が2.2%となった。3割弱の
回答者がコロナ禍で家事・育児負担
が増えたと感じていた。それに対し、
配偶者（夫）については「増えた」と
の回答が12.9%にとどまり、妻におけ
る｢増えた｣との回答率とは2倍以上

の差があった（図表1）。
妻の家事・育児負担の変化につ

いて年代別に見ると、30歳代と40歳
代で「増えた」が3割超となっている
（図表2）。また、末子の属性別に見る
と、末子が中高生以下の世帯におい
て、「増えた」が3割超となっている
（図表3）。

Ｂ. 夫の家事・育児負担に対する満足度

夫の家事・育児負担に対する満
足度を尋ねたところ、「満足」との回
答（「満足」＋「まあ満足」）が59.7%、
「不満」との回答（「少し不満」＋「か
なり不満」）が40.3%となった。およそ

4割の回答者が夫の家事・育児負担
について「不満」と感じていた。一方、
新型コロナが流行する前については、
「満足」が58.3%、「不満」が41.6%と、
新型コロナ流行の前後ではあまり大
きな差は見られなかった（図表4）。
夫の現在の家事・育児負担に対

する満足度について、妻の年代別に
見ると、年代が高くなるほど「満足」
の割合が低くなっており、60歳以上
は「不満」が「満足」を上回っている
（図表5）。
コロナによる家事・育児負担の変化
について、夫の現在の家事・育児負
担に対する満足度別に見ると、現在

の家事・育児負担に対して「満足」と
回答した妻の場合、妻と夫の間に回
答率の差はほとんど見られない。一方、
「不満」と回答した妻の場合は、妻の
「増えた」が44.1%なのに対し、夫は
8.0%と5倍以上の開きがある（図表6）。

C. 妻と夫の家事・育児分担割合

家庭の家事・育児全体を10とした
場合の、妻と夫の家事・育児分担割
合を尋ねたところ、最も回答率が高
かったのは「妻8：夫2」（27.2%）だっ
た。妻が7割以上との回答（「妻10：
夫0」＋「妻9：夫1」＋「妻8：夫2」＋「妻
7：夫3」）は78.0%に上った。一方、理

想とする家事・育児分担割合を尋ね
ると、最も回答率が高かったのは「妻
5：夫5」（36.5%）だった（図表7）。
妻の現在の負担割合の平均は7.7

となった。理想の負担割合の平均も
6.1と夫婦平等を示す5より高く、完全
に平等な分担までは求めていないこ
とが分かった。しかし、現実の負担割
合と理想の負担割合の差は1 .6と、
現実と理想との間に乖離が見られる。
妻の年代別に見ると、特に40歳代以
上が7.9と高く、理想との差も大きく
なっている。反対に20歳代は6.3と最
も低く、理想との差も0.7と最も小さい。
妻の就業形態別に見ると、パートや

正社員等でも妻の負担割合は7を超
えている。また、夫の家事・育児負担
に対する満足度別に見ると、「不満」
と回答した妻の負担割合は8.4と高
い値を示しており、理想との差も2.3と
突出している。家事・育児負担の重
さが不満につながっているようである
（図表8）。

D. 家事・育児負担に関する自由意見

家事・育児負担に関する自由意
見では、「夫の家事負担が少ないと
感じる」「夫が家のことを全くしない」
と不満の声が聞かれた。また、「女が
家事・育児をして当たり前という時代

はなくなってほしい」という声がある
反面、「収入が夫より少ないなら家事
負担が多くても仕方がない」という声
も聞かれた。しかしその一方で、性別
や収入差に関係なく「時間に余裕が
あるほうがやればよい」「お互いの仕
事や体調に合わせてやるべき」「育
児については全員でやる」という意
見もあった（図表9）。

（2）夫の在宅勤務について
A. 夫の在宅勤務の経験

新型コロナが流行して以降、夫の
在宅勤務の有無を尋ねたところ、
「在宅勤務をした」が22.8%、「在宅

勤務をしていない」が77.2%となった
（図表10）。
コロナによる家事・育児負担の変
化について、夫の在宅勤務の経験
別に見てみると、夫が在宅勤務をし
たと回答した家庭では、32.9%の妻
が「増えた」と回答した。夫の家事・
育児負担についても、在宅勤務をし
た家庭では20.1%が「増えた」と回
答したものの、妻の「増えた」を10ポ
イント以上下回っている（図表11）。

B. 夫に在宅勤務してほしいか

夫に在宅勤務を利用してほしい
かを尋ねたところ、「利用してほしい」

が27.1%、「利用してほしくない」が
40.6%となった。「利用してほしくな
い」が「利用してほしい」を上回る結
果となった（図表12）。妻の年代別に
見ると、若い年代ほど「利用してほし
い」の回答率が高い（図表13）。また、
末子の属性別に見ると、幼児におい
て「利用してほしい」が44.7%と高く、
「利用してほしくない」（25.2％）を大
きく上回っている（図表14）。
夫の在宅勤務の経験別に見ると、
夫が在宅勤務をした妻は「利用し
てほしい」が51.8%と高くなっている。
夫の在宅勤務を経験した妻は、夫
の在宅勤務を支持する傾向にある
ことが分かる（図表15）。
夫の家事・育児負担に対する満

足度別に見ると、夫の家事・育児負
担に不満な妻は半数以上が「利用
してほしくない」と回答している（図
表16）。また、妻の家事・育児負担
割合の平均を見ると、「利用してほ
しくない」と回答した妻は8.1と妻の
負担が特に重いうえに、理想との差
は1.9と理想と現実の乖離も大きい。
家事・育児の負担が重く不満を抱
えている妻ほど、夫に在宅勤務を望
んでいないことが分かる（図表17）。
夫に在宅勤務を「利用してほし

い」と回答した理由としては、「家
事・育児の協力が得やすい」との声
が多かった。また、「新型コロナの感
染リスクを減らすため」「家族で過
ごす時間が増える」「通勤の負担が

減る」との声も多く聞かれた。
一方、夫に在宅勤務を「利用して

ほしくない」と回答した理由としては、
「食事の用意等が大変」との声が
多かった。また、「1人の時間が減
る」「食費や光熱費が増える」「静か
にするなど気をつかう」との声も多く
聞かれた（図表18）。

C. 夫の在宅勤務に期待する効果

夫の在宅勤務に期待する効果を
尋ねたところ、「家事に時間を使う」
が32.7%、次いで「家族とのコミュニ
ケーションを増やす」が28.9%、「休
憩・睡眠時間を確保する」が24.2%
となった。一方、「特にない」は
30.1%に及んだ（図表19）。

妻の年代別に見ると、20歳代と
40歳代は「家事に時間を使う」、30
歳代は「家族とのコミュニケーション
を増やす」が最も回答率が高かっ
た。在宅勤務を「利用してほしくな
い」の回答率が高かった50歳代と
60歳以上については、「特にない」
が最も回答率が高い。また、同じく
「利用してほしくない」が高かった40
歳代も「特にない」が3割に及んで
いる。一方、20歳代と30歳代は「特
にない」が1割程度となっており、比
較的若い年代が在宅勤務に何ら
かの効果を期待している。
「育児に時間を使う」については、
20～40歳代の回答率が高く、特に
30歳代は43.3%と突出している。さ
らに末子の属性別に見ると、特に幼
児や小学生において「育児に時間
を使う」の回答率が高い。在宅勤務
は幼い子どもがいる家庭にニーズ
があることが読み取れる。
妻の就業形態別に見ると、正社

員等は「家事に時間を使う」が
40.6%と最も高く、他と比べて突出

している。理想とする家事・育児負
担割合の平均が5.8と比較的低い
値を示していたことからも、正社員
等の妻は、在宅勤務の夫に対し家
事を期待する傾向が強いことが分
かる。

D. 夫の在宅勤務に関する自由意見

夫の在宅勤務に関する自由意見
では、「在宅勤務でも夫に家事を期
待できない」「普段家事をしない人
は、在宅勤務になっても家事をする
わけではない」という声が聞かれた。
また、「会社からの強制でなく、家庭
の事情に合わせて在宅勤務するか
を選べたらいい」という意見もあっ
た（図表20）。

本調査により、家事・育児負担は
妻側に偏っていることがうかがえた。
しかも、この傾向は妻が若い年代の
場合や就業している場合でも見受

けられた。本調査はあくまで妻のみ
を対象に尋ねたものであるが、男女
平等や男女共同参画が叫ばれて
久しいなか、こうした不均衡が見ら
れたことを指摘したい。また、家事・
育児負担が重い妻ほど不満が大き
いことが分かった。夫は率先して家
事・育児に参加しなければ、妻はま
すます不満を募らせていくであろう。
夫の在宅勤務については、夫に
在宅勤務を望まない理由として「家
事の負担が増える」との声が多く聞
かれた。また、夫に在宅勤務を望む
理由として「家事・育児を手伝って
もらえる」が多かった。これらは、夫
に家事・育児により一層参加しても
らいたいという妻側の期待の裏付
けでもあると思われる。普段あまり家
事・育児に関わっていない夫であれ
ば、在宅勤務で時間的な余裕がで
きた場合、家庭の家事・育児に進ん
で参加していくことが望まれる。在
宅勤務を機に、年代を問わず夫婦
の家事・育児分担について話し
合ってみてはいかがだろうか。

新型コロナの感染対策として在
宅勤務を導入する企業が増えた。
本調査の結果、特に若い年代や子
育て世代には、在宅勤務へのニー
ズがあることが分かった。在宅勤務
を感染対策の一時的措置としてで
はなく、男性の育児休暇取得と同様

に推進していくことは、SDGsや働き
方改革に取り組むうえで意義があ
ると思われる。自由意見にもあったよ
うに、各家庭の事情に合わせて在
宅勤務を選べるようにしてもよいの
ではないか。在宅勤務は家事・育
児の時間を捻出できるという点で女

性側の需要が相当高いと思われる
が、在宅勤務で家事・育児負担が
かえって妻に集中するようであれば、
ダイバーシティを目指す社会の動き
に逆行しかねず、注視が必要だ。
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・自分が働いており、家事をしてもらえると助かるから。（20歳代／
正社員等）

・子どもの迎えやごみ出しなどを手伝ってくれるようになった。（30
歳代／正社員等）

・夕食を作ってくれるため。（30歳代／正社員等）
・子どもが体調不良等のときに、私が仕事を休まなくてもいいから。
（40歳代／パート）
・子どもがまだ小さいので、在宅勤務で感染リスクを減らしてほしい。
（30歳代／正社員等）
・コロナで夫の感染が心配だった。（60歳以上／パート）
・子ども達が喜ぶ。家族で過ごす時間が増える。（30歳代／パート）
・通勤時間がないため負担がなく気持ち的に楽だったようです。
（30歳代／正社員等）

・食事の準備や家事が大変。時間帯を気にして家事が進まない。
（20歳代／正社員等）
・家にいても家事を期待出来ないので。（60歳代／正社員等）
・自分が外に出て働いている間、家にいてもらいたくない。光熱費、
食費がかかるし家の中が汚れる。（50歳代／パート）

・1人の時間がなくなるのが嫌だから。（30歳代／専業主婦）
・一緒の時間が増えると仲が悪くなりそうだから。（40歳代／正社
員等）

・在宅勤務できるような仕事内容ではないから。（40歳代／パート）
・子どもを静かにさせて仕事に集中できる環境作りをしないといけ
ないから。（40歳代／正社員等）
・生活のリズムがくるう。（60歳以上／専業主婦）

在宅勤務を利用してほしい理由（抜粋） 在宅勤務を利用してほしくない理由（抜粋）図表18

夫の在宅勤務に関する自由意見（抜粋）図表20

・在宅勤務の夫の方が家にいる時間が長いはずなのに、帰ったばかりの私にごはんはまだ？という顔をする。（30歳代／正社員等）
・今よりもっと多くの職種で在宅勤務が可能になるといい。（30歳代／パート）
・各々の家庭により働き方や事情が異なるため、どのような形が良いのかは決められない。これから社会を担う若い人達があらゆる差別
のない、働きやすい環境となることを願っている。（40歳代／正社員等）

・在宅勤務が出来る仕事であれば、やった方がいいと思います。通勤時間を有効に使える。（40歳代／パート）
・在宅勤務は部屋数が無いときびしいのでは？（40歳代／パート）
・生活スタイルによって在宅勤務もしくは勤務時間を選べるといい。（40歳代／パート）
・夫の仕事の様子、妻の家事の様子が、在宅勤務によりお互い少しでも理解できるのではないでしょうか。（50歳代／専業主婦）
・配偶者の在宅勤務は求めていないが、自分が在宅勤務になれば今より家事はこなしやすくなると思う。（50歳代／正社員等）
・普段、家事をしない方は、在宅勤務で家にいても家事をする訳ではない。家にいる時間が長いのだから家事をしてほしいという希望は
現実とのギャップを生み、トラブルになるだけだと改めて感じました。（50歳代／正社員等）

・職種や仕事量、手のかかる年齢の子どもがいるかどうか等、その家庭によって違うと思うので、会社からの強制でなく、選択できるのが
一番理想だと思う。（50歳代／パート）

・在宅勤務になり、主婦としてのスケジュールが変化したと感じます。（夫が家に）「いる、いない」とで行動が変わりました。（60歳以上／
専業主婦）

 ※複数回答 （%）

家事に時間を使う
家族との

コミュニケーション
を増やす

休憩・睡眠時間を
確保する

効率的に
働くことができる

育児に時間を使う
趣味など

自由な時間が
増える

勉強や
スキルアップに
役立てる

その他 特にない

32.7

61.2

47.3

31.6

23.3

22.6

20.9

40.6

28.4

49.6

36.5

28.2

26.9

21.1

28.9

30.6

48.7

29.9

20.9

17.5

29.9

26.1

31.3

47.1

43.8

24.7

22.4

18.1

24.2

30.6

29.3

26.2

21.4

18.2

17.9

26.7

23.9

21.5

31.3

16.5

29.9

21.1

18.6

34.7

20.7

16.6

18.4

13.9

16.4

19.8

18.4

20.7

16.7

12.9

17.9

17.7

17.1

20.4

43.3

21.9

1.5

4.4

11.9

18.5

17.0

59.5

30.2

8.2

0.0

3.0

12.1

14.3

8.7

9.1

14.1

16.1

13.4

11.6

11.8

4.1

13.5

7.1

17.9

15.2

4.8

4.1

6.0

4.3

4.9

4.4

7.5

4.3

4.3

6.6

5.2

3.5

4.5

4.6

2.1

0.0

2.0

2.1

2.4

2.2

6.0

1.3

2.0

3.3

1.0

1.2

3.0

2.1

30.1

10.2

10.7

30.5

38.8

44.5

29.9

27.7

31.3

9.1

18.8

40.0

31.3

43.5

夫の在宅勤務に期待する効果（属性別）図表19

全体

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳以上

専業主婦

正社員等

パート

幼児

小学生

中高生

大学生

社会人

（＊）■は、各属性における最も回答率の高い項目。
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